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意見や提言をお待ちしています

町
政
へ
の
意
見
・
提
言
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

あ
な
た
も
ま
ち
づ
く
り
の
一
員

広
聴
活
動
は
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
第
一
歩

　　

行
政
運
営
に
求
め
ら
れ
る
最
も
大
切

な
こ
と
は
、
住
民
皆
さ
ん
の
意
見
に
耳

を
傾
け
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
住
民
が
何
を
求
め
、

知
り
た
い
こ
と
は
何
な
の
か
、
職
員
と

し
て
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
も
ち
、
情

報
収
集
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

広
く
意
見
を
聴
く
と
い
う
『
広
聴
活

動
』は
、住
民
の
た
め
に
行
う
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
第
一
歩
と
も
言
え
ま
す
。

　

町
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
聴
取

の
場
と
し
て
、
町
政
提
案
箱
の
設
置
や

メ
ー
ル
に
よ
る
受
け
付
け
、
移
動
町
長

室
を
実
施
し
、
誰
で
も
自
由
に
質
問
や

提
言
を
言
え
る
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

届
い
た
質
問
に
対
し
て
は
担
当
課
と

協
議
を
行
い
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
対

応
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
投
稿
者
が

限
定
で
き
れ
ば
直
接
返
答
を
送
っ
て
い

ま
す
。

町
内
８
カ
所
に

町
政
提
案
箱
を
設
置

　　

役
場
の
ロ
ビ
ー
や
各
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
な
ど
、
町
内
８
カ
所
に
「
町
政
提

案
箱
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
生
活
の
中
で
気
付
い
た
こ

と
や
、
役
場
に
来
て
思
っ
た
こ
と
な
ど

を
自
由
に
投
書
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
政
提
案
箱
の
横
に
投
書
用
紙
を
設

置
し
て
い
ま
す
が
、
様
式
は
問
い
ま
せ

ん
。

　

匿
名
で
の
投
書
も
可
能
で
す
。
直
接

返
事
を
も
ら
い
た
い
と
い
う
方
は
、
住

所
氏
名
や
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
書
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
返
答
に

時
間
を
要
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
を
誹
謗
中
傷
す
る
よ
う

な
内
容
の
場
合
に
は
、
返
答
し
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

投
書
の
数
だ
け
、
町
は
良
く
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
ま
ち
づ
く

り
の
一
員
と
し
て
、
ぜ
ひ
貴
重
な
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
投
書

　

日
出
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
投
書

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
町
政
に
対
し
て
の
質
問
や
提
言
が
あ
れ
ば
、
遠
慮
な
く
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

　
町
内
で
生
活
し
て
い
る
皆
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
気
付
く
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思

い
ま
す
。
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
そ
ん
な
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
や
提
言
が
必

要
で
す
。

　
今
月
号
で
は
、
皆
さ
ん
の
思
い
を
町
を
伝
え
る
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
の

か
、
日
出
町
の
広
聴
活
動
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町政提案箱の設置場所

役場新庁舎ロビー

役場旧庁舎ロビー

豊岡ふれあいセンター

藤原ふれあいセンター

川崎ふれあいセンター

大神ふれあいセンター

町中央公民館ロビー

町保健福祉センターロビー
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移動町長室の様子

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

右
側
に
あ
る
「
意
見
・
要
望
・
質
問
」

を
ク
リ
ッ
ク
し
、
次
に
「
ご
質
問
・
ご

提
案
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
ま
す
。
画
面
が

展
開
し
、
「
ご
質
問
・
お
問
い
合
わ

せ
」
「
ご
意
見
・
ご
要
望
・
ご
提
案
」

と
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
て
表
示
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
案
内
に
従
っ
て
ク
リ
ッ
ク

す
る
と
「
お
問
い
合
わ
せ
送
信
フ
ォ
ー

ム
」
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
必
要
事
項
を

入
力
し
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
投
書

で
は
、
氏
名
・
住
所
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
な
ど
の
入
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

回
答
は
、
メ
ー
ル
に
よ
り
行
い
ま

す
。

町
長
と
気
軽
に
意
見
交
換

移
動
町
長
室
を
開
催

　

町
長
が
依
頼
者
の
希
望
会
場
に
お
伺

い
し
、
地
域
の
方
や
各
種
団
体
の
方
と

意
見
交
換
を
行
う
「
移
動
町
長
室
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

５
人
以
上
の
集
ま
り
が
対
象
で
、
対

話
時
間
は
１
時
間
か
ら
１
時
間
30
分
程

度
で
す
。

　

皆
さ
ん
と
ひ
ざ
を
つ
き
合
わ
せ
な
が

ら
、
自
由
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

　

町
政
提
案
箱
や
メ
ー
ル
で
の
投
書
と

は
違
い
、
地
域
や
各
種
団
体
で
抱
え
て

い
る
問
題
や
、
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
町
長
が
直
接
話
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
、
町
長
自
身
の
考
え

を
話
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
依
頼
者
側
で
決
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
政
策
推
進
課
広
報
広
聴
係

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
、
政
策
推
進
課
に
備
え
付

け
て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
右
上

の
「
町
政
に
つ
い
て
」
を
ク
リ
ッ
ク
、

続
い
て
「
移
動
町
長
室
の
開
催
に
つ
い

て
」
を
選
ぶ
と
、
最
下
段
に
リ
ン
ク
を

貼
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
長
の
日
程
を
調
整
の
う
え
、
開
催

日
を
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

役
場
に
多
く
寄
せ
ら
れ
る
質

問
を
掲
載
し
て
い
ま
す

　　

住
民
票
や
税
金
の
手
続
き
の
こ
と
な

ど
、
生
活
に
身
近
な
質
問
や
、
よ
く
あ

る
質
問
を
掲
載
し
て
い
る
「
Ｑ
＆
Ａ
の

ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

「
意
見
・
要
望
・
質
問
」
か
ら
お
進

み
く
だ
さ
い
。

　

匿
名
の
投
書
に
対
し
て
の
回
答
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
先

　

政
策
推
進
課
広
報
広
聴
係

　

☎
73
‐
３
１
１
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
‐
７
２
９
４

　

h
ttp
://w
w
w
.to
w
n
.h
iji.o
ita.jp
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質問・要望にお答えします
　広報広聴係には多くの意見や提言が寄せられます。質問内容とそれに対しての回答を、一部では

ありますが掲載します。質問に対しては担当課と協議を行ったうえで回答をしています。

　なお回答については、質問時点と現時点で状況が変わっていることがありますので、その場合は

現時点の状況として回答内容を一部変更させていただいています。

ＪＲ暘谷駅周辺の今後の計画に
ついて教えてください
　企業誘致を含め、暘谷駅を中心とした一体的な

整備を進めており、現在、ＪＲ九州と協議するた

めの設計を行っている段階です。

　既存の駅舎は踏切のすぐそばにあり、待ち合わ

せ等の駐停車も多く、安全面での問題が危惧され

ています。“まちづくり”を進める上で、踏切を横

断する必要のない動線の確保が必要です。

　そこで、安全性を高めスムーズなアクセスを確

保するために、既存の駅舎を東側へ移動し、南北

に駅前広場を整備するとともに、その駅前広場を

つなげる自由通路を計画しています。

　この整備により、日出町の中心地としての「都

市拠点機能」、「交通結節点機能」の充実を図り、

日出町の玄関口として“町の顔”となるシンボル

空間を形成していきます。

　事業期間は、平成２３年度から平成２７年度の

５年間の予定です。

　ケーズデンキ横の空き地部分については商業施

設の誘致を考えており、ＪＲ協議と並行して進め

ていきます。

医療費の上昇が国民健康保険税の
増額につながると聞いたのですが
　はい、確かに医療費の増加は国民健康保険税の

増額につながることがあります。

　皆さんの医療費を賄うための財源は、皆さんか

らいただいた国民健康保険税と国や県などからの

交付金により賄われています。日出町国民健康保

険の全収入の約３０億円のうち、保険税収入が約

５億８千万円とおよそ全体の２割を占めており、

残りを国や県、町に依存している状況です。

　全国的に国保財政は非常に厳しく、日出町も例

外ではありません。基金の取り崩しを行いながら

不足分を補っている状況です。年度当初には約

１億３千万円あった基金も年度末には約２千万円

しか残らない見込であり、このまま医療費の上昇

が続けば税率改正を視野に入れる必要があります。

　医療費の上昇を抑えるためには、メタボリック

シンドローム該当者及び予備群を減少させるため

の特定健診の受診や、ジェネリック医薬品の活用

等により医療費の適正化を図っていかなければい

けません。

　何より大事なことは、一人ひとりが「自分の健

康は自分で守る」といった健康意識をもち、健診

等に積極的に参加することです。

　町では健診後のフォローのほか、保健師や栄養

士などが町内各地へ伺って、健康相談や講話、ス

トレッチなどの指導を行っています。

　町民一人ひとりの健康意識の高揚のためにも、

上記取り組みの広報活動に努めていきます。
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萬里図書館の蔵書数を増やして欲しい
　現在のスペースでは十分な読書スペースが確保

できず、また蔵書数を増やすこともできない状況

であり、利用者の皆様にはご迷惑をお掛けしてい

ます。

　萬里図書館では、利用者にできるだけ多くの本

を読んでいただきたいと、利用者からのリクエ

ストや職員の選定などにより、毎月 100 冊から

150冊の新刊を入庫し古書との入れ替えを行って

いるところです。

　教育委員会としましても、萬里図書館の増改築

や移設の必要性については十分認識しているとこ

ろではありますが、これらにはかなりの予算を伴

います。厳しい財政状況の中、子どもたちの安全

を最優先に考え、老朽化した教育施設の耐震化を

進めているところです。

　萬里図書館以外にも、町営体育館や町中央公民

館、給食センターなどの公共施設において老朽化

が進んでいます。

　これに対応するため、昨年度「日出町公共施設

整備基金」を設立し、今後計画的に各施設の増改

築等を行っていく予定です。

日出町ではどの程度の災害を想定し 
て、防災計画を立てていますか
　日出町は大きな河川もなく、比較的災害の少な

い町ですが、海と山に囲まれているため、様々な

自然災害が発生する恐れがあります。

　今後 30年間に発生する確率が 70%と言われ

る「東南海・南海地震」では、県内にも大津波が

押し寄せてくることが予想されています。昨年の

東日本大震災を受け、日出町では想定される津波

の高さをこれまでの 2倍にあたる約５ｍに見直す

など、防災計画の見直しを行っている最中です。

　町内には津波浸水想定区域以外にも、急傾斜地

や土石流危険渓流など、25カ所の危険予想箇所

を指定しています。

　災害の種類や規模に応じた防災計画の見直しを

急いでいます。

日出町の防災対策を教えてください
　災害による被害を最小限に抑えるためには、素

早い避難がとても大切であり、情報伝達手段の強

化が重要であると考えています。

　日出町では、平成22年度から「Ｊ－ＡＬＥＲ

Ｔ（全国瞬時警報システム）」と「防災行政無線」

の整備を進めています。これは、気象庁などから

発信される災害情報を、地域に設置された拡声器

を通して迅速に伝達することができるシステムで、

平成23年度までに13基を設置し、平成29年度

までに沿岸部を中心に41基の拡声器を設置する予

定です。

　また、携帯電話に緊急性の高い災害情報をメー

ル配信する「エリアメール」を導入しました。

　現在のところ、ＮＴＴドコモのエリアメール対

応機種に対してのみ、同サービスを実施していま

す。

　他の携帯電話会社については平成24年度以降実

施する予定ですので、順次導入していく予定です。

　他にも、避難場所への経路と海抜を表す表示板

を町内220カ所の電柱などに設置しています。
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日出町消防団特別点検

消防団が日ごろの練習の成果を披露
　1月 8日、日出中学校グラウンドで「日出町消防団特別点検」が行われ、安部慎太郎団長をはじめ団員

250人が参加し、人員服装点検や機械器具点検、訓練点検、操法訓練、放水点検が行われました。

　また、藤原南部婦人防火クラブの皆さんにより温かい飲み物が振る舞われたほか、日出保育園と大神保育

園の園児がかわいい演技を披露し、火災予防を呼びかけました。

　特別点検のあと表彰式が行われ、最後に日出町の無火災を祈念し、安部団長の首唱で「火の用心三唱」を

行いました。

叙
勲

【
瑞
宝
単
光
章
】

元
団
長 

村
井
満
治
郎

消
防
庁
長
官
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

第
６
分
団
分
団
長 

一
宮　

澄
夫

第
１
分
団
副
分
団
長 

山
本　

眞
二

【
永
年
勤
続
退
団
者
】
勤
続
15
年
以
上

第
６
分
団
副
分
団
長 

一
宮　

秀
明

第
３
分
団
第
３
部
部
長 

小
嶋　

正
弘

日
本
消
防
協
会
長
表
章

【
精
績
章
】

本
部
副
団
長 

中
村　

健
治

第
５
分
団
分
団
長 

青
柳　

潤
治

【
消
防
功
労
章
】

第
４
分
団
分
団
長 

高
原　

毅　

大
分
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
】
勤
続
30
年
以
上

第
３
分
団
分
団
長 

田
邉　

正
二

第
３
分
団
第
１
部
団
員 

三
浦　

勇
一

【
永
年
勤
続
功
労
章
】
勤
続
25
年
以
上

第
１
分
団
第
４
部
部
長 

堀　
　

民
夫

女性消防団による人員服装点検

人員服装点検

機械器具点検

放水点検
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団員を率いて行進する安部団長

第
６
分
団
第
３
部
団
員 

脇
屋　

義
隆

【
永
年
勤
続
功
労
章
】
勤
続
20
年
以
上

第
４
分
団
指
導
員 

鶴
田　

俊
昭

第
３
分
団
第
３
部
長 

古
屋　

昌
一

第
１
分
団
第
４
部
団
員 

工
藤　

悦
和

第
２
分
団
第
１
部
団
員 

麻
生　

幸
晴

第
２
分
団
第
２
部
団
員 
鈴
木　

要
二

第
２
分
団
第
２
部
団
員 
高
松　

一
郎

第
３
分
団
第
１
部
団
員 

塩
内　

政
徳

第
３
分
団
第
１
部
団
員 

田
辺　

栄
治

第
４
分
団
第
２
部
団
員 

藤
本　

周
司

【
永
年
勤
続
退
団
者
】
勤
続
15
年
以
上

第
６
分
団
副
分
団
長 

一
宮　

秀
明

第
３
分
団
第
３
部
部
長 

小
嶋　

正
弘

日
出
町
長
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
者
】
勤
続
15
年
以
上

第
４
分
団
第
１
部
部
長 

村
田　

浩
一

第
５
分
団
第
３
部
部
長 

末
永　

信
一

第
１
分
団
第
２
部
班
長 

南　
　

武　

第
２
分
団
第
１
部
班
長 

谷　
　

繁
樹

第
２
分
団
第
１
部
班
長 

中
山　

克
已

第
２
分
団
第
２
部
班
長 

中
野　

信
一

第
３
分
団
第
２
部
班
長 

邉
見　

正
次

第
３
分
団
第
３
部
班
長 

河
野　

研
一

第
６
分
団
第
１
部
班
長 

阿
部　

祥
一

第
７
分
団
第
１
部
班
長 

末
綱　

哲
男

第
１
分
団
第
１
部
団
員 

工
藤　

太　

第
１
分
団
第
２
部
団
員 

河
野　

倫
也

第
１
分
団
第
２
部
団
員 

河
野　

陽
一

第
２
分
団
第
１
部
団
員 

北
野　

隆
昭

第
２
分
団
第
１
部
団
員 

中
山　

茂
樹

第
２
分
団
第
２
部
団
員 

渡
辺　

英
明

第
２
分
団
第
２
部
団
員 

阿
部　

真
二

第
２
分
団
第
２
部
団
員 

丸
山　

剛　

第
２
分
団
第
２
部
団
員 

築
山　

忠
弘

第
２
分
団
第
２
部
団
員 

垣
迫　

誠　

第
４
分
団
第
３
部
団
員 

井
上　

武
文

第
６
分
団
第
１
部
団
員 

赤
野　

公
彦

【
永
年
勤
続
功
労
者
】
勤
続
10
年
以
上

第
７
分
団
第
２
部
部
長 

菅
原　

貴
夫

第
１
分
団
第
４
部
班
長 

首
藤　

浩
司

第
４
分
団
第
１
部
班
長 

二
宮　

光
義

第
４
分
団
第
４
部
班
長 

目
代　

修
平

第
５
分
団
第
１
部
班
長 

工
藤　

諭
士

第
２
分
団
第
１
部
団
員 

谷
口　

匡
司

第
２
分
団
第
１
部
団
員 

平
本　

進
司

第
２
分
団
第
１
部
団
員 

三
浦　

一
浩

第
２
分
団
第
２
部
団
員 

村
田　

健　

第
４
分
団
第
１
部
団
員 

工
藤　

行
弘

第
４
分
団
第
４
部
団
員 

河
野　

敏
之

第
４
分
団
第
４
部
団
員 

小
石　

利
雄

【
優
秀
部
】

第
４
分
団
第
３
部

第
５
分
団
第
３
部

【
努
力
部
】

第
２
分
団
第
１
部

【
優
良
分
団
】

第
６
分
団

日
出
町
消
防
団
長
表
彰

【
火
災
予
防
広
報
実
践
優
秀
部
】

第
６
分
団
第
２
部

第
６
分
団
第
３
部

第
４
分
団
第
２
部

かわいい演技を披露する園児

温かい飲み物を振る舞う
藤原南部防火クラブの皆さん

表彰を受ける団員
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と
き
め
き
作
品
展

大
賞
を
受
賞

　

障
が
い
の
あ
る
方
が
制
作
し

た
美
術
作
品
を
展
示
す
る
「
と

き
め
き
作
品
展
」
が
大
分
市
で

開
催
さ
れ
、
絵
画
の
部
で
中
島

眞
一
さ
ん
が
、合
作
の
部
で
「
身

体
障
害
者
療
養
施
設
ゆ
う
わ
」

の
入
所
者
の
皆
さ
ん
が
、
そ
れ

ぞ
れ
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
来
場
者
に
よ
る
投

票
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

絵画の部で大賞を受賞した
中島さん

工藤さんの好物は「団子汁」

「長寿の秘訣は笑顔」と宇都宮さん

子
ど
も
会
対
抗
綱
引
き
大
会

力
を
一
つ
に

　

１
月
15
日
、
町
中
央
公
民
館

で
、
子
ど
も
会
対
抗
綱
引
き
大

会
が
開
催
さ
れ
、
29
チ
ー
ム
お

よ
そ
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
大
会
は
、「
選
手
権
の
部
」

「
フ
リ
ー
の
部
」「
親
子
混
合
の

部
」
が
行
わ
れ
、
会
場
に
声
援

が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。

【
結
果
は
次
の
と
お
り
】

●
選
手
権
の
部

　

 

優
勝
（
内
野
）・
準
優
勝
（
南

部
）・
３
位
（
団
地
北
・
６

分
団
Ｂ
）

●
フ
リ
ー
の
部

　

 

優
勝
（
南
部
）・
準
優
勝
（
上

仁
王
Ｂ
）・
３
位
（
上
仁
王
Ａ
・

太
田
）

●
親
子
混
合
の
部

　

 

優
勝
（
内
野
）・
準
優
勝
（
真

那
井
）・
３
位
（
東
仁
王
）

一生懸命に綱を引く子どもたち

合作の部で大賞を受賞した
「ゆうわ」の皆さん

　1月 7日、宇都宮スミ子さん（南浜）が 100 歳の誕生
日を迎えられ工藤町長が自宅を訪問、15日には工藤スミ
ヱさん（影の木）が 100 歳の誕生日を迎えられ、入所先
施設を工藤町長が訪問し、二人に祝い状と記念品を手渡
し長寿を祝いました。
　宇都宮さんは、90歳までリヤカーを引きながら魚の行
商をしていました。長寿の秘訣は「笑顔でいることと、良
く歩くこと」と明るく答えます。
　この日は、近所に住む親族が集まり 100 歳のお祝いを
しました。
　一方、工藤さんの好物は「団子汁」。なんでも良く食べ
ることが長寿の秘訣と話します。
　日ごろは、友人と話したり、レクリエーションを楽し
んだりと元気に過ごしているそうです。100 歳の感想を
「みんなに祝ってもらって幸せです」と話しました。

二人の１００歳が誕生

長寿の秘訣は、笑顔でいること・良く食べること
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ユニークなやりとりに笑い声が広がる

俵を投げ込む子どもたち

３
４
０
人
の
新
成
人
が
誕
生

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す

　

１
月
８
日
、
町
中
央
公
民
館
で
成
人

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
日
出
町
で
は
３
４
０
人
の

新
成
人
が
誕
生
し
、
こ
の
日
、
お
よ
そ

２
８
０
人
が
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
工
藤
町
長
が
「
皆
さ
ん
方

に
は
、
無
限
の
可
能
性
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
失
敗
し
て
も
挑
戦
し
続
け
る
精

神
を
大
切
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
新
成
人
の
足
立
爽そ
う
た太

さ
ん

が
「
い
ず
れ
は
私
た
ち
が
日
本
を
引
っ

張
っ
て
い
く
時
代
が
や
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
日
々
精
進
し
て
い
き
ま

す
」
と
述
べ
る
と
、
阿
部
聖し
ょ
う
こ子

さ
ん
が

「
互
い
の
力
を
結
集
し
、
大
き
な
力
で

こ
れ
か
ら
の
日
出
町
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
」
と
、
成
人
と
し
て
の
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
に
、大
橋
世せ

那な

さ
ん
が「
一

人
前
の
人
間
と
し
て
希
望
と
責
任
を
も

ち
、
お
の
お
の
が
選
ん
だ
道
を
し
っ
か

り
と
歩
ん
で
い
き
た
い
」
と
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
キ

テ
ィ
ー
ち
ゃ
ん
が
登
場
、
抽
選
会
を
行

い
、
会
場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　1月 8日、大神原山地区で、江戸時代から続く
とされる伝統行事「かせどり」が行われました。
　「かせどり」は子どもの生まれた家に、大

おお

足
あし

半
なか

と
よばれる大きなわらじなどを、「いお（祝）ーちあ
ぐるでー」の掛け声とともに投げ込むもので、子
どもの健やかな成長や五穀豊穣を願うお正月の名
物行事です。
　この行事には、投げ込む側は正体を明かしては
いけないというルールがあり、笠やみ

・ ・

の、化粧で
顔を隠し、投げ込まれた側は酒や餅などを振舞い、
「あんた誰かい。顔を見せちみよ」などと話しかけ、
正体を探ろうとするユニークなやりとりが繰り広
げられます。
　今年は、孫の綾乃ちゃんが生まれた河

こう

野
の

泰夫さ
ん宅と、孫の美

み

來
く

ちゃんと龍
り

來
く

くんが生まれた原
田重俊さん宅を訪れました。
　この行事は、戦後一時中断したものの、原山ボ
ランティアクラブの安藤眞会長が、平成 11 年に
復活させました。

大神原山伝統行事「かせどり」

いおーちあぐるでー

① 久しぶりの再会に記念

撮影する新成人

② ③成人の誓いを述べる

足立さんと阿部さん

④謝辞を述べる大橋さん

①

③ ②

④
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共
済
掛
金
は
年
額
３
６
０
円

交
通
災
害
共
済
の
加
入
受
付

　

平
成
24
年
度
交
通
災
害
共
済
の
加
入

受
付
を
２
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

申
込
期
間
は
２
月
１
日
か
ら
平
成
25

年
３
月
29
日
ま
で
、
掛
け
金
は
３
６
０

円
で
す
。

　

年
度
途
中
の
加
入
も
可
能
で
す
が
、

掛
け
金
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

■
申
込
期
間　

２
月
１
日
（
水
）
〜

■
共
済
掛
金　

１
人
３
６
０
円

■
共
済
期
間

○ 

３
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
ん

だ
場
合

　

 

４
月
１
日
〜
平
成
25
年
３
月
31
日

○ 

４
月
２
日
（
月
）
以
降
に
申
し
込
ん

非
課
税
の
世
帯

■
申
込
期
限　

２
月
24
日
（
金
）

■ 

申
込
方
法　

各
学
校
に
備
え
付
け
の

申
請
書
に
記
入
し
、
学
校
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
先　

教
育
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
73
‐
３
１
５
７

国
民
年
金
保
険
料

納
付
に
は
口
座
振
替
が
便
利

○ 

自
動
引
き
落
と
し
で
納
め
忘
れ
の
心

配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

○ 

金
融
機
関
等
に
行
く
手
間
と
時
間
が

省
け
ま
す
。

○ 

１
度
の
手
続
き
で
OK
、
手
数
料
も
か

か
り
ま
せ
ん
。

○ 

早
割
・
前
納
を
利
用
し
て
お
得
な
割

引
制
度
も
あ
り
ま
す
。

＊ 

年
間
分
及
び
６
カ
月
分
前
納
の
お
申

し
込
み
は
２
月
末
で
す
。

■
問
合
先　

住
民
課
年
金
係

　
　
　
　
　

☎
73
‐
３
１
２
２

町
報
・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
公
用
車

に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す

■
広
告
掲
載
期
間

　

４
月
１
日
〜
平
成
25
年
３
月
末
ま
で

■
申
込
期
限　

２
月
29
日
（
水
）

■
広
告
の
規
格

【
広
報
ひ
じ
】

○
掲
載
場
所

　
「
ま
ち
の
掲
示
板
」
の
最
下
段

＊ 

２
枠
分
を
１
枠
と
し
て
掲
載
す
る
こ

と
も
可
能
。

○
掲
載
期
間　

１
月
単
位

○
掲
載
料　

１
枠
当　

１
万
円
／
月
額

【
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

○
広
告
の
種
類　

バ
ナ
ー
広
告

○
掲
載
場
所　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

○
枠
数　

20
枠

○
掲
載
期
間　

１
月
単
位

○
掲
載
料　

１
枠
当　

５
千
円
／
月
額

だ
場
合

　

加
入
日
翌
日
〜
平
成
25
年
３
月
31
日

■
申
込
・
問
合
先

　

生
活
環
境
課
☎
73
‐
３
１
２
８

児
童
生
徒
就
学
援
助
費
の
申
請

経
済
的
に
お
困
り
の
方

に
就
学
援
助

　

小
中
学
校
に
通
う
児
童
生
徒
の
い
る

家
庭
で
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学

困
難
な
場
合
、
学
用
品
費
や
学
校
給
食

費
、
修
学
旅
行
費
な
ど
の
一
部
を
援
助

し
ま
す
。

■ 

支
給
対
象

　

 

平
成
24
年
度
町
民
税
の
所
得
割
額
が

地域通貨にこにこ大抽選会

地域通貨で素敵
なプレゼントが
当たる！！
　地域通貨（日出町にこにこ通貨カレ

イ）をお持ちの方を対象に、町内のホテ

ルペア宿泊券などが当たる抽選会を行い

ます。

　有効期限が平成24年3月31日までに

なっている地域通貨は、早めに利用する

か、この機会にぜひ抽選会に参加してく

ださい。

抽選券引換場所　　政策推進課

抽 選券引換レート　500カレイで抽選券

1枚と交換（特製クリアホルダー、ハ

ンドタオル付）

景品　 町内ホテルペア宿泊券など地域通

貨協賛企業からの景品30本程度

抽選券引換期間　 2月10日（金）

　　　　　　　　～3月30日（金）

抽選日　　　　4月初旬

結果公表　　　 町報5月号、町ホーム

ページ（4月中旬頃）

問合先　政策推進課政策企画係

　　　　☎73‐3116
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【
公
用
車
】

○
掲
載
場
所　

車
両
の
左
右
両
面

○
掲
載
期
間　

１
月
単
位

○ 

掲
載
料　

サ
イ
ズ
に
よ
り
、
４
千
円

ま
た
は
６
千
円
／
月
額

＊ 

各
掲
載
広
告
は
、
広
告
主
が
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。

＊ 

掲
載
す
る
広
告
と
し
て
適
当
で
な
い

と
認
め
た
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ

ん
。

■
申
込
・
問
合
先

　

 「
広
報
ひ
じ
」「
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

に
つ
い
て
は
、
政
策
推
進
課
広
報
広

聴
係
☎
73
‐
３
１
１
６

　

 「
公
用
車
」
に
つ
い
て
は
、
財
政
課

管
財
係
☎
73
‐
３
１
５
３

「
致
道
館
館
長
」「
町
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
事
務
管
理
業
務
員
」「
獣
害
対

策
専
門
員
」

非
常
勤
・
臨
時
職
員
を
募
集

　

次
の
職
種
で
非
常
勤
・
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

■
受
付
期
間　

２
月
29
日
（
水
）
ま
で

■ 
応
募
方
法　

履
歴
書（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
、

Ａ
３
サ
イ
ズ
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊ 

獣
害
対
策
専
門
員
は
、
資
格
の
免
許

証
の
写
し
が
必
要
で
す
。

■
採
用
方
法　

面
接

【
致
道
館
館
長
】

○
職
務
内
容

　

 

致
道
館
の
管
理
・
運
営
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
作
成

○
雇
用
期
間　

　

４
月
１
日
〜
平
成
25
年
３
月
31
日

○
勤
務
形
態　

17
日
勤
務
／
月

　
　
　
　
　
　

９
時
〜
17
時

○
募
集
人
員　

１
人

○
募
集
年
齢　

　

30
歳
〜
65
歳
く
ら
い
ま
で

○
賃
金　

９
，
０
０
０
円
／
日
額

○
手
当
等　

　

一
時
金
有
り
、
退
職
金
無
し

○
社
会
保
険
等

　

雇
用
保
険
・
健
康
保
険
・
厚
生
年
金

○
問
合
先　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
73
‐
３
１
５
６

【
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
務
管
理
業

務
員
】

○
職
務
内
容

　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理
業
務

○
雇
用
期
間

　

４
月
１
日
〜
平
成
25
年
３
月
31
日

○
勤
務
形
態　

16
日
勤
務
／
月

　
　
　
　
　
　

８
時
30
分
〜
17
時

○
募
集
人
員　

１
人

○
採
用
条
件

　

パ
ソ
コ
ン
が
使
え
る

○
賃
金　

６
，
６
３
０
円
／
日
額

○
手
当
等

　

一
時
金
有
り
、
退
職
金
無
し

○
社
会
保
険
等

　

雇
用
保
険
、
健
康
保
険
、
厚
生
年
金

○
問
合
先　

福
祉
対
策
課

　
　
　
　
　

☎
73
‐
３
１
２
１

【
獣
害
対
策
専
門
員
】

○ 

職
務
内
容　

鳥
獣
被
害
現
地
調
査
、

箱
わ
な
の
設
置
及
び
見
回
り
、
捕
獲

鳥
獣
の
処
分
等

○
雇
用
期
間

　

４
月
１
日
〜
平
成
25
年
３
月
31
日

　
（
半
年
更
新
の
、
通
算
１
年
間
）

○
勤
務
形
態　

８
時
30
分
〜
17
時

○
募
集
人
員　

１
人

○
採
用
条
件

・
銃
及
び
わ
な
免
許
取
得
者

・
休
日
に
捕
獲
確
認
等
が
で
き
る
人

・
パ
ソ
コ
ン
が
使
え
る

・
町
内
の
地
理
に
詳
し
い

・
町
内
在
住
者

○
賃
金　

８
，
０
０
０
円
／
日
額

○
手
当
等　

一
時
金
無
し
、
退
職
金
無
し

○
社
会
保
険
等　

　

雇
用
保
険
・
健
康
保
険
・
厚
生
年
金

○
問
合
先　

農
林
水
産
課

　
　
　
　
　

☎
73
‐
３
１
２
７

城下町ひじ　　　
　　 ひなまつり

　的山荘や二の丸館をはじめ町内各所

にお雛さまを展示します。

　

　成清家には、数多くの技術力の高い

調度品が残っています。ぜひ、日本伝

統漆工芸最高峰の銘品をご覧くださ

い。

　「馬上金山刺繍屏風」も公開します。

期
　
間
　
２
月
11
日
（
土
）
〜
３
月
４
日
（
日
）

時
　
間
　
10
時
〜
17
時 

（
的
山
荘
は
16
時
ま
で
）

入
場
料
　
無
料

●問合先　観光協会　☎72‐ 4255

特別展「成清家が愛した漆の輝き」
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健　康

子育て
２月の休日当番医
　　　健康増進課 ☎ 73‐ 3130

＊診療時間は変わる場合があります。
　 各医療機関や健康増進課にご確認
ください。

５日　てしまこどもの杜クリニック 28‐0870
11日　こうまつ循環器科内科クリニック 73‐0077
12日　江本眼科 28‐1700
19日　島田内科クリニック 28‐0280
26日　すずらんクリニック 73‐2151

３月の休日当番医
４日　松本整形外科クリニック 73‐2775
11日　さくら医院 28‐0777

離 乳 食 教 室 離乳食について学ぶ

相談や試食もあります

後期高齢者医療制度に加入されている方へ

健康診査はお済みですか？
　生活習慣病の早期発見・早期治療のため、健康診査を実施しています。

　未受診の方は早めに受診してください。

　受診には、昨年４月に配布した「健康診査受診券」が必要です。紛

失した方は下記までご連絡ください。

　すでに生活習慣病の治療をされている方は、必ずしも受診する必要

はありません。

＊受診できる医療機関についてはお尋ねください。

受診に必要なもの　後期高齢者医療被保険者証・健康診査受診券

問合先　健康増進課国保医療係　☎ 73－３１３３

　離乳食に関する相談や試食などを行う教室を開催します。

　「どうやって離乳食を始めたらいいの ?」「離乳食の進め方が分から

ない」という方は、ぜひ子どもさんと一緒に参加してみてください。

　参加したことのある方でも大歓迎です。申し込みは不要。

＊ スプーンは準備していますが、使い慣れたものがあればお持ちくだ

さい。

とき　　3月 13日（火）10時 30分～ 11時 30分

ところ　町保健福祉センター　母子保健室

対象者　離乳食期（１歳６カ月ころまで）

問合先　福祉対策課子育て支援係　☎ 73ー３１２１

私
っ
て
健
康
？

ち
ゃ
ん
と
確
か
め
て
い

ま
す
か
？

　「
お
腹
ま
わ
り
が
大
き
く
な
っ
た
」「
血
圧
が
高

く
な
っ
た
」「
体
重
が
増
え
て
き
た
」「
少
し
気
を

つ
け
な
い
と
」
と
思
っ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん

か
？

　
日
ご
ろ
の
生
活
を
見
直
し
、
自
分
の
健
康
を
確

か
め
る
方
法
の
一
つ
と
し
て
「
け
ん
し
ん
」
が
あ

り
ま
す
。

　「
け
ん
し
ん
」
に
は
、『
特
定
健
診
』
と
『
が
ん

検
診
』
が
あ
り
ま
す
。

　
特
定
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
の
芽
を
見
つ
け
、

予
防
・
改
善
す
る
た
め
の
健
診
で
す
。
今
は
症
状

が
な
く
て
も
、
い
ず
れ
は
糖
尿
病
や
脂
質
異
常
症
、

そ
の
先
に
は
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
の
深
刻
な

病
気
を
発
症
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
が
ん
検
診
は
、
が
ん
を
早
期
に
見
つ
け
、
治
療

に
結
び
つ
け
る
た
め
の
検
診
で
す
。

　「
自
分
は
ま
だ
大
丈
夫
」
と
思
わ
ず
に
、
ぜ
ひ

健
診
を
受
け
て
、
生
活
習
慣
や
健
康
状
態
を
見
直

す
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
健
診
申
し
込
み
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
回
覧
で

各
戸
配
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
先
　
健
康
増
進
課
長
寿
健
康
係

　
　
　
　
☎
73
‐
３
１
３
０
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日出町地域子育て支援センター
 ☎28‐1212

●子育て広場・子育て相談

　月～金　9時～16時

●赤ちゃん広場（0歳～2歳　10時～12時）

　8日（水）・16日（木）・22日（水）

●エアロビクス教室（0歳～就学前）

　10日（金）・24日（金）10時45分～

●赤ちゃん子育て座談会（0歳～2歳）

　16日（木）10時～12時

●2月誕生会（0歳～就学前まで）

　20日（月）10時～12時

●ペープサート・パネルシアターで遊ぼう

　（0歳～就学前まで）　町中央公民館

　27日（月）10時～12時

●ひなまつり（0歳～就学前まで）

　3月1日（木）10時～12時

日出町児童館 ☎72‐0323

●赤ちゃん広場（0歳児　要申込　200円）

　10日（金）10時30分～

●手作りおもちゃを作ろう

　11日（土）9時～

●巡回児童館（川崎公民館）

　24日（金）10時30分～

●ベビーマッサージ（要申込　500円）

　28日（火）10時30分～

●誕生会（2月生まれの乳幼児親子）

　29日（水）10時～

さざんか児童館 ☎72‐8383

●親子リトミック教室（乳幼児　要申込）

　7日（火）11時～12時　

　ボールを持ってきてください。

● ゆうゆう子育て講座（子育て中のお

母さん　要申込　500円）　託児有

15日（水）10時30分～12時

●たのしい絵本読み聞かせ（乳幼児）

　17日（金）11時15分～11時45分

●積み木で未来都市を作ろう（小学生）

　22日（水）15時～16時30分

両 親 学 級 二人で行う子育て

妊娠・出産・育児を学ぶ
　これから赤ちゃんを迎える妊婦さんとその家族を対象に、妊娠・出

産・育児についての知識や関心を深めるための教室を開催します。

　ぜひ、この機会にご家族の方と一緒に参加してください。

とき・テーマ

○ 3月 3日（土）10時～ 11時 30分

　家族で行う子育てについての話、妊婦体験

　＊申込期限 2月 28日（火）

○ 3月 18日（日）10時～ 12時

　子育ての制度の話、沐浴体験

　＊申込期限 3月 13日（火）

ところ　町保健福祉センター　母子保健室

持ってくるもの　

　母子健康手帳、筆記用具、子育て応援マップ

＊動きやすい服装でお越しください。

申込・問合先　福祉対策課子育て支援係　☎ 73ー３１２1

平成24年度　児童クラブ申込受付
　保護者が仕事などで日中不在になっている児童を対象に、児童クラ

ブを開設しています。

　4月から児童クラブへの申し込みを希望する方は、各児童クラブで

申請を行ってください。

受付期間　　2月 13日（月）～ 2月 24日（金）

対象者　　　 保護者が仕事などで日中不在になっている児童で、小学

1年生～３年生までの児童

利用時間　　放課後から 18時まで（延長は 19時まで）

＊土曜日、春・夏・冬休みなどの休日の間は、8時～ 18時（延長有）

閉館日　　　日曜日、祝日、年末年始

＊その他、クラブの都合により異なる場合があります。

利用料金　　月額 4,000 円　

＊その他、延長保育料等がかかる場合があります。

児童クラブ・定員・申込

問合先　　　福祉対策課子育て支援係　☎ 73 ー 3121

さざんか　

児童クラブ

かわさき　

児童クラブ

ひまわり　

児童クラブ

ふじわら　

児童クラブ

15人程度 10人程度 15人程度 20人程度

☎72－8383 ☎72－6747 ☎72－7629 ☎72－3557
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日出町長　工藤　義見

その 60

だ
よ
り

百
年
ほ
ど
前
の
日
出
町
は
ど
ん
な
処
か
？

　

日
出
町
は
、総
合
計
画
に
基
づ
い
て
、自

立
、活
力
、発
展
の
町
政
を
目
指
し
て
、諸
施

策
を
推
進
し
、厳
し
い
経
済
情
勢
下
に
あ
っ

て
も
、各
種
の
施
策
に
よ
っ
て
、引
き
続
き
人

口
３
万
人
の
町
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、平
成
24
年
度
の
予
算
編
成
も
順
調

に
進
ん
で
お
り
、久
方
ぶ
り
に
95
億
円
台
規

模
の
予
算
案
が
固
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

３
月
の
定
例
議
会
で
は
予
算
案
の
審
議

を
お
願
い
し
、地
域
の
特
性
を
活
か
し
な
が

ら
、将
来
に
希
望
の
も
て
る
、そ
し
て
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。幸
い
に
し
て
日
出
町
は
、地
勢
、自

然
環
境
に
恵
ま
れ
、歴
史
的
、文
化
的
な
遺
産

も
豊
富
で
す
。

　

さ
て
日
出
町
は
、明
治
時
代
に
は
ど
の
様

な
地
域
で
あ
っ
た
の
か
、ま
た
、ど
の
様
な
地

域
で
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
か
、知
り

た
い
し
、興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。　

　

当
時
、東
京
に
在
住
す
る
日
出
町
出
身
者

の
皆
さ
ん
で
構
成
す
る「
暘
谷
会
」と
い
う
集

ま
り
が
あ
り
、会
報
と
し
て「
暘
谷
雑
誌
」の

名
称
で
小
冊
子
を
発
行
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
か
ら
１
１
０
年
ほ
ど
前
の
明
治
34
年

12
月
３
日
に
発
行
さ
れ
た「
暘
谷
雑
誌
」第
４

号
に
興
味
の
あ
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

目
次
を
み
る
と
、ま
ず
、最
初
に
論
説
で
、

 

・
速
見
郡
の
金
融
情
態
に
就
て
―
寛
洋
生
、

 

・
卒
業
生
に
告
ぐ
―　

松
本
鉄
三
郎
の
両
氏

の
記
事
が
あ
り
、次
い
で
文
苑
で
、祝
詞
、祝

木
下
公
新
居
落
成
、麻
地
酒
叟
傳
と
い
う
見

出
し
で
記
事
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、雑
録
で
、仏
蘭
西
ニ
於
ケ
ル
戦
時
の

婦
人
及
び
其
の
赤
十
字
、雑
報
で
、木
下
家
御

動
静
、暘
谷
同
窓
会
記
事
、韓
国
事
情
、瀧
廉

太
郎
君
を
送
る
、日
出
町
教
育
の
現
況
、新
会

員
動
静
と
い
っ
た
見
出
し
で
文
章
が
綴
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

論
説
の「
速
見
郡
の
金
融
情
態
に
就
て
」―

寛
洋
生
氏
の
書
き
出
し
部
分
に
、次
の
よ
う

な
記
述
が
あ
り
、分
か
り
難
い
部
分
も
あ
り

ま
す
の
で
、原
文
を
尊
重
し
な
が
ら
一
部
を

加
筆
修
正
し
て
掲
載
し
ま
す
。

速
見
郡
は
８
つ
の
市
街
地
か
ら
成
る

　
『
速
見
郡
は
、大
分
県
に
お
い
て
尤

も
っ
と

も
多
く

の
市
街
地
を
有
す
る
郡
で
あ
る
。即
ち
浜
脇
、

別
府
、亀
川
、豊
岡
、日
出
、杵
築
、下
市
、立
石

と
市
街
地
が
ち
ょ
う
ど
８
ヶ
所
、其
の
外
に

市
街
が
23
ヶ
所
も
あ
る
が
、そ
の
配
置
は
甚

だ
都
合
よ
く
、夫そ

れ
ぞ
れ
繁
栄
の
道
が
備
わ

っ
て
居
る
様
に
考
え
ら
れ
る
。

　

別
府
、浜
脇
は
郡
の
南
端
に
あ
っ
て
温
泉

な
る
天
下
無
類
の
泉
穴
を
有
し
、今
や
非
常

の
勢
力
を
持
っ
て
進
歩
発
達
し
つ
つ
あ
る
。

夫
れ
よ
り
北
進
２
里
に
し
て
亀
川
、是
も
そ

の
四
方
に
明
礬
、鉄
輪
等
の
温
泉
地
を
た
ず

さ
え
て
居
る
の
み
な
ら
ず
、己
れ
自
身
も
好

温
泉
を
有
し
、ま
す
ま
す
繁
栄
し
つ
つ
あ
る
。

　

夫
れ
よ
り
又
北
進
１
里
で
豊
岡
、こ
こ
は

豊
前
地
方
よ
り
の
出
荷
米
の
多
き
こ
と
、人

出
の
多
き
は
殆
ど
意
外
に
し
て
随
分
金
の

儲
か
る
処
で
あ
る
。彼あ

の
郡
内
第
一
の
富
豪

原
大
三
郎
氏
の
如
き
は
此こ

の
地
の
人
で
あ

る
。今
や
是
れ
等
有
力
家
の
尽
力
に
て
益
々

繁
栄
し
つ
つ
あ
る
。

　

夫
れ
よ
り
東
北
１
里
、こ
こ
は
す
な
は
ち

郡
の
中
央
に
あ
た
る
日
出
町
で
あ
る
。こ
の

日
出
町
は
郡
の
中
央
と
言
う
の
み
な
ら
ず

県
の
中
央
に
位
し
、天
然
の
良
港
を
有
し
海

陸
運
搬
の
便
を
有
し
、九
州
南
海
岸
に
於
い

て
将
来
商
業
地
と
し
て
大
い
に
雄
飛
す
る

の
地
勢
を
自
ら
備
え
て
、益
々
繁
栄
に
向
か

い
つ
つ
あ
る
。

　

又
夫
れ
よ
り
３
里
東
北
に
当
た
っ
て
杵

築
町
が
あ
り
、此
の
地
は
東
国
東
郡
と
相
接

し
た
る
旧
松
平
候
の
城
下
町
に
し
て
東
国

東
郡
の
青
花
莚
取
地
と
し
て
人
出
の
多
き

事
郡
内
第
一
に
位
し
、従
っ
て
小
売
商
人
の

繁
栄
は
此
の
地
が
郡
内
第
一
位
で
あ
る
。

　

夫
れ
よ
り
西
北
へ
３
里
余
り
の
処
に
下

市
あ
り
。此
の
地
は
近
来
こ
そ
市
街
地
と
し

て
繁
栄
の
兆
し
を
顕あ

ら

は
し
た
る
処
な
る
も
、

地
勢
は
山
香
地
方
中
央
市
場
た
ら
し
む
る

の
形
勢
あ
り
。

　

夫
れ
よ
り
又
西
北
１
里
の
処
に
立
石
あ

り
、此
の
地
は
豊
前
よ
り
の
入
口
に
し
て
元

立
石
候
の
陣
屋
の
あ
っ
た
処
で
あ
る
。此
の

地
は
豊
前
豊
後
の
堺
に
し
て
旅
客
の
通
路

と
し
て
相
応
に
金
の
儲
か
る
処
で
あ
る
。

　

当
地
第
一
の
旅
館
兼
料
理
店
た
る
谷
屋

の
如
き
は
１
日
平
均
昼
飯
を
旅
客
に
賄
う

も
の
１
５
０
以
上
２
０
０
に
及
ぶ
を
以
て

何
か
に
避
邊
の
此
の
地
に
旅
客
の
通
行
の

多
き
か
推
察
せ
ら
る
次
第
で
あ
る

　

か
く
の
ご
と
く
各
方
面
に
１
里
〜
２
・
３

里
の
間
を
挟
ん
で
市
街
地
が
あ
る
の
み
な

ら
ず
夫
れ
ぞ
れ
繁
栄
の
継
続
す
る
材
料
を

具
備
し
て
居
る
た
め
に
、各
地
方
の
有
志
と

唱
ふ
る
輩
は
専
ら
其
の
地
方
地
方
に
於
い

て
活
躍
し
て
い
る
。；
；
；
；
；
；
；
』

　

以
上
の
記
述
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、日

出
町
は
速
見
郡
の
中
央
に
あ
た
る
町
と
記

さ
れ
、ま
た
、郡
の
中
央
と
言
う
の
み
な
ら
ず

大
分
県
の
中
央
に
位
し
、天
然
の
良
港
を
有

し
、海
陸
運
搬
の
便
を
有
し
、九
州
南
海
岸
に

於
い
て
将
来
商
業
地
と
し
て
大
い
に
雄
飛

す
る
の
地
勢
を
自
に
備
え
て
お
り
、益
々
繁

栄
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
と
も
記
し
て
い
ま

す
。

再
び
要
衝
の
地
と
し
て
浮
揚
、発
展
を

　

こ
の
た
め
郡
の
政
治
、経
済
、行
政
の
中
心

地
と
し
て
国
、県
の
行
政
機
関
が
日
出
町
に

設
置
さ
れ
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
。

　

さ
て
、そ
の
後
の
日
出
町
で
す
が
、明
治
43

年
３
月
に
日
出
駅
ま
で
鉄
道
が
開
通
し
、以

降
、こ
れ
ま
で
の
人
馬
に
よ
る
馬
上
金
山
か

ら
の
金
鉱
石
運
搬
が
、立
石
駅
か
ら
日
出
駅

へ
の
鉄
道
輸
送
に
変
わ
り
、日
出
港
か
ら
盛

ん
に
金
鉱
石
が
積
み
出
さ
れ
、大
正
、昭
和
に

か
け
て
隆
盛
を
極
め
、大
い
に
賑
わ
い
を
見

せ
て
い
ま
す
。

　

初
代
、成
清
博
愛
氏
は
大
正
４
年
に
的
山

荘
を
開
き
、ま
た
、同
５
年
に
佐
賀
関
に
精
錬

所
を
誘
致
し
、２
代
目
信
愛
氏
は
運
輸
、金

融
、経
済
界
で
大
い
に
活
躍
し
、日
出
小
学
校

前
に
は
当
時
の
県
下
で
の
著
名
人
に
よ
っ

て
顕
彰
記
念
碑
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

歴
史
を
振
り
返
る
と
、日
出
町
も
多
く
の

栄
光
の
歴
史
を
経
験
し
て
い
ま
す
が
、し
か

し
、過
去
の
歴
史
を
知
ら
な
い
ま
ま
の
人
た

ち
も
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。一
人
ひ
と
り

が
思
い
を
新
た
に
し
、次
世
代
の
た
め
に
発

奮
、奮
起
し
、日
出
町
の
再
登
場
を
期
し
た
い

も
の
で
す
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）
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定 期 相 談 図 書 館 だ より

●行政相談
　ところ　役場新館3階332会議室
　と　き　2月7日（火）10時～15時
　問合先　総務課　☎73‐3150

●心配ごと相談
　ところ　役場新館3階332会議室
　と　き　2月14日（火）10時～15時
　問合先　福祉対策課　☎73‐3121

●心配ごと・行政合同相談
　ところ　川崎地区公民館
　と　き　2月21日（火）10時～15時
　問合先　総務課　☎73‐3130

●障がい児・者等支援相談
　相談先　 社会福祉法人「みのり村」みの

り障がい者生活支援センター
☎72‐2818

●障がい児・者生活支援相談
　相談先　 太陽の家障害者生活支援セン

ター☎72‐1682
　　　　　（受付時間：8時～17時）

●高齢者総合相談
　相談先　日出町地域包括支援センター
（健康増進課内）☎73‐3115

●家庭児童・母子婦人相談
　相談先　福祉対策課　☎73‐3121

●いつでも子育てほっとライン
　相談ダイヤル　☎097‐545‐0110
　　　　　　　 （24時間　365日受付）

●無料人権相談所
　相談先　大分地方法務局杵築支局　
　　　　　☎0978‐62‐2271

●法律相談　（要予約）
　ところ　日出町保健福祉センター
　と　き　 毎月第２・４火曜日（祭日の

場合は休み）13時30分～16
時30分

　費　用　30分につき5,000円
　　　　 （ 収入が一定以下の方及び多重

債務の相談は無料）
　申込・問合先　大分県弁護士会
　　　　　　　　☎097‐536‐1458

萬里図書館　　　☎72－ 2851

２月の休館日
　6日・11～ 13日・20日・26日・27日　

　＊ 14日～ 18日は蔵書点検のため休館とします。

読み聞かせ
　■ブーフーウーによる読み聞かせ

　　○とき　2月 25日（土）　10時 30分～ 11時 30分

　　○対象　幼児から小学校低学年まで

　■ FUMFUM（フムフム）による読み聞かせ

　　○とき　2月 24日（金）11時～ 11時 30分

　　○対象　0歳～ 5歳くらいまで

新刊案内

「老年の流儀　

　　　老いてこそ夫婦の絆」

三浦朱門：著　海竜社：刊

　夫たるもの夫婦喧嘩に勝って
はいけない。弱者になれば憐れ
んでくれる。好きなおかずも出
る。老夫婦の絆をユーモアたっ
ぷりに綴る。

「気がつけばドッキョロージン」

澁澤幸子：著　
じゃこめてい出版：刊

　由緒正しい独居老人である著
者が、独居老人のメリット・デ
メリットをクールに考え、楽し
く充実した独居生活を送るため
のノウハウを紹介する。

「日本の津波災害」

伊藤和明：著　岩波書店：刊

　日本書紀に記された最古の津
波から昨年の東日本大震災まで
を、印象的なエピソードを交え
ながら日本の津波災害の歴史を
たどる。　

「横濱唐人お吉異聞」

山崎洋子：著　講談社：刊

　御薬師様の日に瑠璃の前に現
れた伝説の女・お吉。瑠璃の周
囲に黒い噂を振りまいて、ある
日こつ然と姿を消した。明治初
年の横浜を鮮烈に描く。
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○
私
立

　

自
宅　
　

５
９
，
０
０
０
円

　

自
宅
外　

６
９
，
０
０
０
円

▼ 

問
合
先　

県
奨
学
会　

☎
０

９
７
‐
５
０
６
‐
５
６
２
０

新
た
な
森
林
づ
く
り
事
業
提
案

の
募
集

　

募
集
す
る
事
業
の
詳
し
い
内

容
や
助
成
金
額
、
事
業
計
画
書

の
様
式
等
は
、
県
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
募
集
す
る
事
業
内
容

① 
荒
廃
し
た
森
林
、
里
山
の
植

樹
等
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

② 

子
ど
も
達
を
対
象
と
し
た
森

林
環
境
教
育
及
び
体
験
活
動

③ 

新
た
な
育
林
技
術
や
木
材
の

用
途
開
発

▼ 

対
象
者　

県
内
に
住
居
又
は

事
務
所
が
あ
る
方

▼ 

募
集
期
間
（
予
定
）　

２
月
13

日
（
月
）
〜
３
月
16
日
（
金
）

▼ 

問
合
先　

県
農
林
水
産
部
森

と
の
共
生
推
進
室
☎
０
９
７

‐
５
０
６
‐
３
８
７
２

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
団
員
募
集

　

昔
な
が
ら
の
遊
び
で
交
流
を

深
め
る
と
と
も
に
、
入
団
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼ 

と
き　

２
月
25
日
（
土
）

 

13
時
〜
16
時

▼ 

と
こ
ろ　

別
府
市
中
央
公
民
館

▼ 

対
象
者　

５
歳
児
〜
小
学
４

年
生
ま
で
の
女
の
子

▼
申
込
・
問
合
先
　

　

佐
藤
☎
22
‐
０
５
４
３

講
　
座

大
地
震
、
わ
が
家
・
ま
ち
は
・

家
族
は
一
体
ど
う
な
る
？

　

住
宅
等
の
大
地
震
被
害
の
実

態
と
耐
震
化
対
策
を
学
ぶ
講
演

会
で
す
。
参
加
無
料
。

▼ 

と
き　

３
月
２
日
（
金
）
13

時
30
分
〜
16
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

▼
申
込
期
限
　

　

２
月
27
日
（
月
）

▼
申
込
・
問
合
先
　

　
 

県
建
築
物
総
合
防
災
推
進
協

議
会
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐

４
６
７
９

募
　
集

大
学
奨
学
生
募
集

▼ 

出
願
資
格　

県
内
に
住
所
を

有
す
る
方
の
子
弟
で
、
４
月

に
学
校
教
育
法
第
１
条
に
規

定
す
る
大
学
及
び
短
期
大
学

に
在
学
す
る
方

▼
出
願
期
限
　

　

４
月
20
日
（
金
）
消
印
有
効

▼
貸
与
月
額
及
び
募
集
人
員

【 

一
般
奨
学
金
（
１
年
生
約
１

２
０
名
程
度
・
２
〜
４
年
生

若
干
名
）
】

○
国
・
公
立　

　

自
宅 

３
６
，
０
０
０
円

　

自
宅
外 

４
０
，
０
０
０
円

○
私
立　

　

自
宅 

４
３
，
０
０
０
円

　

自
宅
外 

５
１
，
０
０
０
円

○
国
・
公
立
短
大

　

自
宅 

３
６
，
０
０
０
円

　

自
宅
外 

４
０
，
０
０
０
円

○
私
立
短
大

　

自
宅 

４
２
，
０
０
０
円

　

自
宅
外 

４
８
，
０
０
０
円

【 

伊
藤
隼
・
マ
サ
代
・
孝
子
奨

学
金
（
１
年
生
５
名
）
】

○
国
・
公
立

　

自
宅 

５
０
，
０
０
０
円

　

自
宅
外 

５
６
，
０
０
０
円

あったかチャンコチャリティーショー

　障がいのある方たちと一緒に、音楽やショーを楽し

みながら温かいひとときを過ごしませんか。

　障がいのある方たちによる手作り味噌や和紙ハガ

キ、アクセサリーなどの販売もします。

とき　２月１８日（土）１２時３０分～１６時
場所　町中央公民館

＊  チャリティー券は、当日会場にて１枚３００円で発

売します。

問合先　 あったかチャンコチャリティーショー実行委

員会（０９０－８８３０－７６８３　山本）
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消化器科・肛門科・外科・内科
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速見郡日出町3904番6

TEL㈹ 0977-73-2131

TEL㈹  0977-73-2151
速見郡日出町藤原1691番地1

すずらんクリニック
介護施設すずらん
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久寿会
医療法人

ショートステイ　サンライズ  （72-1111）

整形外科・脳神経外科・外科
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点
訳
・
音
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会

　

「
点
訳
奉
仕
員
」
及
び
「
音

訳
奉
仕
員
」
を
養
成
す
る
た

め
、
大
分
県
点
字
図
書
館
に
て

講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。
受
講

無
料
。
希
望
者
は
、
往
復
は
が

き
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
点
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会
】

▼ 

と
き　

４
月
か
ら
平
成
25
年

３
月
ま
で
の
毎
週
金
曜
日

▼
募
集
人
員
　

　

15
名
程
度

【
音
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会
】

▼ 

と
き　

４
月
か
ら
平
成
25
年

３
月
ま
で
の
毎
週
火
曜
日

▼
募
集
人
員　

20
名
程
度

▼
応
募
期
限
　

　

２
月
14
日
（
火
）

▼ 

申
込
・
問
合
先　

県
点
字
図

書
館
☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐

０
３
９
９

出
前
県
議
会
「
議
員
と
語
ろ
う

イ
ン
東
部
地
域
」

　

県
議
会
議
員
が
各
地
域
に
お

伺
い
し
、
皆
さ
ま
か
ら
直
接
ご

意
見
や
ご
提
言
な
ど
を
お
聞
き

す
る
出
前
県
議
会
を
開
催
し
ま

す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
障

が
い
者
の
生
活
と
就
労
に
つ
い

て
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き　

２
月
20
日
（
月
）

　

13
時
〜
15
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

ホ
ン
ダ
太
陽

▼
問
合
先
　

　

 

県
議
会
事
務
局
☎
０
９
７
‐

５
０
６
‐
５
０
３
４

「
大
分
い
の
ち
の
電
話
」

相
談
員
養
成
講
座

▼ 

と
き　

毎
週
木
曜
日
18
時
30

分
〜
20
時
30
分

○ 

前
期
（
講
義
）　

５
月
17
日

（
木
）
〜
４
カ
月
間

○ 
後
期
（
講
義
４
カ
月
・
実
習

６
カ
月
）
９
月
中
旬
〜
10
カ

月
間

▼
と
こ
ろ　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

▼
受
講
料

○
前
期　

２
０
，
０
０
０
円

○
後
期　

２
５
，
０
０
０
円

▼
募
集
期
限　

４
月
30
日（
月
）

▼
定
員
　
50
名

▼
対
象
者　

23
歳
〜
65
歳
ま
で

▼ 

申
込
・
問
合
先　

大
分
い
の

ち
の
電
話
☎
０
９
７
‐
５
３

７
‐
２
４
８
８

子
育
て
支
援
UP
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」

　

有
料
託
児
あ
り
ま
す
。

【
新
聞
（
ワ
ー
ド
）
講
座
】

○ 

と
き　

３
月
６
・
13
・
27
日

10
時
〜
12
時

○ 

と
こ
ろ　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○ 

受
講
料　

２
，
５
０
０
円

【
は
じ
め
て
の
エ
ク
セ
ル
講
座
】

○ 

と
き　

３
月
１
・
８
・
15
・

22
日　

10
時
〜
12
時

○ 

と
こ
ろ　

町
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

○
受
講
料　

２
，
８
０
０
円

【
ム
ー
ビ
ー
メ
ー
カ
ー
講
座
】

○ 

と
き　

３
月
２
・
９
・
16
・

23
日　

10
時
〜
12
時

○ 

と
こ
ろ　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○ 

受
講
料　

２
，
８
０
０
円

▼
募
集
期
限　

２
月
21
日（
火
）

▼
申
込
・
問
合
先
　

　

パ
ワ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
日
出

　

☎
75
‐
８
６
３
７

相
　
談

民
事
介
入
暴
力
集
中
相
談
所

　

暴
力
団
が
関
係
し
た
被
害
や
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大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
法
テ
ラ

ス
大
分
で
は
、
多
重
債
務
な
ど

の
問
題
を
抱
え
る
本
人
や
家
族

を
対
象
に
「
法
律
相
談
」
や

「
こ
こ
ろ
の
相
談
」
に
関
す
る

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
３
日
（
土
）

　

９
時
〜
12
時　

13
時
〜
16
時

▼ 

受
付
期
間　

２
月
16
日（
木
）

〜
３
月
２
日
（
金
）

▼ 

申
込
・
問
合
先　

法
テ
ラ
ス

☎
０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５

５
２
０

そ
の
他

し
い
た
け
駒
打
ち
体
験

　

１
人
に
つ
き
ク
ヌ
ギ
原
木
５

本
に
種
駒
１
０
０
個
程
度
の
打

ち
込
み
を
体
験
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
参
加
希
望
者
は
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
、
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

３
月
17
日
（
土
）

　

10
時
〜
12
時

▼ 

と
こ
ろ　

山
香
町
大
字
野
原

森
林
組
合
加
工
場

▼ 

募
集
人
員　

15
組

＊
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

▼
参
加
費
　

　

１
組
１
，
５
０
０
円

＊
原
木
５
本
ま
で
と
し
ま
す
。

▼ 

受
付
期
間　

２
月
１
日
（
水
）

〜
20
日
（
月
）

▼ 

申
込
・
問
合
先　

別
杵
速
見

森
林
組
合
☎
75
‐
０
２
８
６

共
同
募
金
公
募
助
成
制
度

　

住
民
が
参
画
す
る
地
域
福
祉

活
動
へ
共
同
募
金
か
ら
の
助
成

を
始
め
ま
す
。

▼
助
成
内
容

　

 

地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し
た

活
動
グ
ル
ー
プ
の
設
立
や
、

既
存
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
で

は
解
決
す
る
こ
と
が
困
難

な
、
諸
課
題
の
解
決
に
向
け

た
取
り
組
み
。

　

 

（
例
）地
域
サ
ロ
ン
、
活
動
者

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
、
介
護

者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
等
。

▼
助
成
金
額

　

 

１
口
５
万
円
（
２
口
ま
で
可

能
）。
総
額
は
１
０
０
万
円
。

＊ 

内
容
に
よ
り
、
不
採
用
や
助

成
金
額
の
減
額
な
ど
も
あ
り

ま
す
。
審
査
は
日
出
町
共
同

募
金
運
営
委
員
会
が
行
い
ま

す
。

▼
助
成
対
象
団
体

　

 

日
出
町
に
拠
点
を
有
す
る
非

営
利
活
動
団
体
。

▼
応
募
手
続
　

　

 

日
出
町
社
会
福
祉
協
議
会
備

え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
同
協
議
会
窓

口
に
お
持
ち
く
だ
さ
る
か
郵

送
に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
応
募
期
間
　

　

２
月
１
日
（
水
）
〜

　

３
月
12
日
（
月
）

▼
申
込
・
問
合
先
　

　

 

県
共
同
募
金
会
日
出
町
支
会

（
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

不
当
な
要
求
な
ど
の
困
り
事
に

つ
い
て
、
弁
護
士
、
暴
力
団
担

当
警
察
官
及
び
暴
力
追
放
相
談

委
員
が
、
面
接
又
は
電
話
に
よ

る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
厳

守
。
相
談
無
料
。

▼
と
き　

２
月
22
日
（
水
）

▼
と
こ
ろ　

大
分
市
文
化
会
館

▼ 

相
談
・
問
合
先　

暴
力
追
放

大
分
県
民
会
議
☎
０
９
７
‐

５
３
８
‐
４
７
０
４

多
重
債
務
等
　
無
料
相
談
会

YOU＆あいサンフェスタ
　障がい者と健常者が互いにふれ合い認め合うこと
で、すべての方が安心して暮らせる地域社会を目指し
ます。

とき　３月１１日（日）　１０時～１４時
会場　住吉浜リゾートパーク（杵築市）
内容　 和太鼓共演、ふれあいウオークラリー、ふれあ

いマーケット、ふれあい動物ひろば、宝探し
【ふれあいウオークラリー】　1人３００円
受付期間　２月２日（木）～
定員　２００組（先着順・要申込）
申込　 福祉対策課に備え付けの申込用紙に記入し、提

出するか FAXでお申し込みください。
問合先　福祉対策課障害福祉係　
　　　　☎ 73-3121　ＦＡＸ 73-2833

12
月
発
注
分
の
公
共
工
事

を
報
告
し
ま
す

●
町
道
中
山
東
線
道
路
補
修
工
事

　

 　

藤
原
一
北
地
区
の
町
道
中
山
東

線
の
路
肩
保
護
工
事
を
行
い
ま

す
。

●
町
道
駅
前
住
宅
線
道
路
補
修
工
事

　

 　

大
神
後
村
地
区
の
町
道
駅
前
住

宅
線
の
路
肩
保
護
工
事
を
行
い
ま

す
。
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☎
72
‐
０
３
２
３

大
分
県
最
低
賃
金
！

１
時
間
６
４
７
円

　
　

最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
が

支
払
わ
れ
て
い
ま
す
か
？

▼ 

問
合
先　

大
分
労
働
基
準
監

督
署
☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐

１
５
１
１

求
　
人

【
正
社
員
】

●
看
護
師
（
正
・
准
）
１
人
●

生
活
相
談
員
１
人
●
作
業
員
１

人
●
技
術
職
員
１
人
●
タ
ク
シ

ー
乗
務
員
２
人
●
事
務
員
１
人

●
住
宅
展
示
場
の
案
内
１
人
●

タ
ク
シ
ー
運
転
手
２
人
●
清
掃

員
４
人
●
介
護
職
リ
ー
ダ
ー
３

人
●
支
援
員
補
助
４
人
●
介
護

職
３
人
●
（
障
）
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
よ
る
機
械
製
図
及
び
情
報

シ
ス
テ
ム
管
理
２
人
●
納
品
業

務
・
工
場
内
作
業
１
人
●
販
売

ス
タ
ッ
フ
１
人
●
（
障
）
自
動

車
部
品
組
立
工
４
人
●
品
質
管

理
業
務
１
人
●
総
務
責
任
者
１

人
●
リ
ー
ス
機
械
運
搬
１
人
●

土
木
作
業
員
２
人
●
出
荷
下
準

備
１
人
●
訪
問
介
護
員
２
人
●

自
動
車
板
金
塗
装
工
（
見
習
い

も
可
）
１
人
●
自
動
車
整
備
工

（
見
習
い
も
可
）
１
人
●
ク
レ
ー

ン
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
１
人

【
パ
ー
ト
】

●
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
１
人
●
家

庭
教
師
20
人
●
食
品
レ
ジ
及
び

食
品
補
充
１
人
●
鮮
魚
加
工
・

寿
司
製
造
１
人
●
准
看
護
師
２

人
●
正
看
護
師
２
人
●
販
売
員

10
人
●
清
掃
ス
タ
ッ
フ
４
人
●

食
器
片
付
け
２
人
●
製
造
工
２

人
●
接
客
及
び
雑
務
員
１
人
●

看
護
師
（
正
・
准
）
２
人
●
ホ

テ
ル
内
売
店
販
売
員
１
人
●
調

理
補
助
３
人
●
調
整
作
業
員
（
ね

ぎ
）
12
人
●
ヘ
ル
パ
ー
２
人
●

製
品
検
査
員
２
人
●
成
形
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
１
人
●
レ
ジ
担
当
員

２
人
●
食
品
加
工
販
売
２
人
●

薬
剤
師
１
人

▼ 

問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別

府
☎
23
‐
８
６
０
９　

町
商

工
観
光
課
☎
73
‐
３
１
５
８

お
誕
生
お
め
で
と
う

（　

）
内
は
保
護
者
名
・
地
区
名

吉
野　

叶と

翔わ

（
正
行　

目
刈
）

大
川　

叶か
の
あ愛
（
光
生　

太
田
）

刀　

穂ほ
の
か華
（
将
敏　

中
の
三
）

辻
本　

愛あ

夢む

（
伸
一　

中
の
三
）

大
坪　

優ゆ
う
き輝
（
伸
久　

南
部
）

糸
長　

芽め

依い

（
孝
幸　

南
部
）

菅　

ひ
か
り
（
徹
治　

南
部
）

大
塚　

潤じ
ゅ
ん
き輝
（
潤
一
郎　

南
部
）

笠
置　

凪な
ぎ　

（
忠　
　

辻
の
尾
）

細
井　

優ゆ

菜な

（
満
博
西
小
深
江
）

森
山　

陽は
る
と翔
（
敏
志　

内
野
）

枝
村　

乃の

彩あ

（
和
也　

内
野
）

山　

新
あ
ら
た　

（
貴
志　

内
野
）

榎
本　

朔さ
く
や也
（
守　
　

後
村
）

堀　

つ
か
さ
（
裕
介　

中
村
）

藤
川　

優ゆ
う
ま真
（
英
和　

高
尾
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

（　

）
内
は
行
年
・
地
区
名

吉
野　

貞
信
（
85　

高
平
）

末
綱　

孝
人
（
87　

高
平
）

北
野
ト
ミ
エ
（
91　

薄
尾
）

原　

八
百
子
（
83　

太
田
）

大
石　

惠
代
（
73　

是
城
）

山
﨑　

好
夫
（
80　

西
の
一
）

濱
松
ス
ミ
ヱ
（
84　

西
の
三
）

村
上
豊
二
郎
（
87　

仲
町
）

三
浦
チ
エ
子
（
88　

団
地
西
）

神
田　

勝
芳
（
90　

団
地
西
）

藤
川
フ
キ
子
（
97　

日
出
本
町
）

村
岡　

正
一
（
87　

八
日
市
）

三
浦
十
四
子
（
83　

日
出
団
地
）

芝
尾
フ
ミ
ヱ
（
91 

南
部
）

後
藤
美
智
子
（
66　

西
部
）

渡
邉
莊
治
郎
（
82　

成
行
）

清
原　

幸
教
（
96　

後
村
）

平
早
水　

廣
（
88　

高
尾
）

村
田　

久
子
（
64　

港
）

大
川　

悟　

（
84　

軒
の
井
）

宇
都
宮
マ
サ
子
（
88　

真
那
井
）

＊
以
上
12
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

● 

Ｊ
Ｒ
日
豊
線
横
断
排
水
路
マ
ン

ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
設
置
工
事

　

 　

日
出
暘
谷
高
校
跡
地
か
ら
Ｊ
Ｒ

日
豊
線
を
横
断
す
る
水
路
に
排
水

ポ
ン
プ
を
設
置
し
ま
す
。

●
町
道
長
野
線
道
路
改
良
工
事

　

 　

豊
岡
長
野
地
区
の
町
道
長
野
線

の
道
路
改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。

延
長
77
ｍ
幅
員
６
ｍ

●
町
道
佐
尾
線
道
路
舗
装
工
事

　

 　

日
出
佐
尾
地
区
の
町
道
佐
尾
線

の
拡
幅
部
分
の
舗
装
工
事
を
行
い

ま
す
。

　

延
長
53
ｍ
幅
員
６
ｍ

●
適
正
化
事
業

　
藤
原
雲
田
た
め
池
補
修
工
事

　
　

藤
原
中
部
地
区
の
雲
田
た
め
池

　

の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

●
中
央
公
民
館
中
庭
兼
児
童
室

　
改
修
工
事
他
１
件

　

 　

日
出
中
央
公
民
館
の
児
童
室
周

辺
の
改
修
工
事
と
役
場
住
民
課
横

に
授
乳
室
を
設
置
し
ま
す
。

●
町
道
太
田
線
道
路
改
良
工
事

　

 　

豊
岡
太
田
地
区
の
町
道
太
田
線

の
道
路
改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

延
長
17
ｍ
幅
員
６
ｍ

第７回　四季をみんなで歌う

　楽しく明るく大きな声で、春を呼ぶ

大ハーモニーを奏でませんか？

　早春賦・嬉しい雛まつり・故郷など

20数曲を歌います。

　多くの参加をお待ちしています。

コーヒー・抹茶・緑茶の無料サービス有

開催日　　3月 3日（土）10時開演

会　場　　町中央公民館ホール

参加費　　無料

●問合先　コールさざんか　☎ 73-0853

19



 P
ub
lic In

fo
rm
atio
n

広
報

N
o.453

2
0
1
2
.2

発
行
／
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分
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町
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1
0
9
7
7
－
7
3
－
3
1
1
6
  
編
集
／
政
策
推
進
課
 
印
刷
／
丸
徳
印
刷
株
式
会
社

February

日出町の人のうごき

（　）内は前月比
      　内は昨年４月１日比

人　 口 28,675 （－ 30） ＋ 65
　　　 男 13,717 （－ 24） ＋ 38
　　　 女 14,958 （－ 6） ＋ 27

世帯数 11,566 （－ 10） ＋ 118

南端
豊岡
日出
藤原
川崎
大神

（± 0）
（－ 25）
（＋ 12）
（－ 7）
（＋ 2）
（－ 12）

319
7,257
5,863
3,867
5,906
5,463

平成24年1月1日現在の
　　　 住民基本台帳の登録人口

松田　大
だいき

樹さん（23）
（西部・松田庭園）

　松田大樹さんが、昨年 12 月
17・18 日の 2日間、静岡市で
開催された「技能五輪全国大会・
造園の部」で、見事銀賞を獲得
しました。
　大会は、若手技能者の技術向
上を目的に開催され、電気溶接
や曲げ板金、建具など 40 種類
の職種に1,060人が参加し、そ
れぞれの職種で互いの技術レベ
ルを競いました。
　松田さんの大会出場回数は今
回で４回目。「全国レベルの高い
技術を見ることができる良い機
会にもなるし、人から評価を受
けることで向上心をもち続ける
ことができる」と大会出場のきっ
かけを話します。
　一昨年の大会では敢闘賞を獲
得しましたが、中途半端な結果
に満足することができず、悔し
い思いをしたと言います。
　大会出場の年齢制限は 23歳。
今回が最後のチャレンジとあり、
課題が発表されてから大会まで
の３カ月間、仕事が休みの日も

練習に打ち込みました。
　大会では限られた時間内に、
与えられた資材をいかに図面ど
おりに造りあげるかや、植栽の
配置、見栄えなどが審査対象に
なります。
　「父親から伝えてもらった技術
が、こんな大きな大会で認めら
れて本当にうれしい」と話す松
田さん。
　物心ついたときから、父親で
ある智さんのトラックに乗り、
現場に出掛けては智さんが作業
する姿を見てきました。「いつ
かは父親のような庭師になりた
い」、高校卒業と同時に本格的に

造園業を手伝うようになりまし
た。
　景観を整え、気持ちのよい空
間をつくるのが造園の仕事と話
す松田さん。「石の積み方や敷
き方にしても、どう配置すれば
きれいに見えるのか、パズルを
組み立てるようでとてもおもし
ろい」「町内の観光地も手を入
れればもっとよくなる。大好き
な日出町の景観整備などに携わ
ることができればうれしい」と
話しました。

「技能五輪全国大会・造園の部」で銀賞獲得

松田さんが大会で制作した庭園
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